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研究成果の概要 

実験から取得する巨大なデータ群にもとづいた不秩序熱機能材料の巨大空間探索を実現する

べく、「固体成膜プロセス」と「ウェット塗布プロセス」の２つ系について研究を進めた。 

固体成膜プロセスにおいては、独自に開発したコンビナトリアルスパッタ法にさらに特殊なマルチ

元素ターゲットを融合することにより、ハイエントロピー合金作製・評価の効率化を行い、新規材料

探索空間の拡大を実現した。その結果、熱伝導率の低い新規ハイエントロピー合金の作製に成功

した。当該手法は、ハイエントロピー合金の他の諸特性の最適化にも適用でき、多分野の更なる新

規ハイエントロピー合金材料開発への応用が期待される。 

ウェットプロセスについては、熱放射塗膜の自動作製・評価システムによって、材料パラメータと

プロセスパラメータを合わせた９次元のパラメータ空間で、１万を超える試料を作製して可視光領域

の反射と赤外光領域の放射のスペクトルを計測した。これで得られる１万超のデータに対して機械

学習を適用し、入力パラメータからスペクトルを予測する Forwardモデリングと、所望のスペクトルか

らこれを実現する入力パラメータを予測する Inverseモデリングを実施した。その精度のデータ数に

対するスケール則が成立することを示すとともに、モデルに依存しない普遍的な特徴も明らかにし

た。また、この巨大データ創出によって、従来のチャンピオンデータに匹敵するスカイラジエータ性

能を、より薄い膜厚で実現することに成功した。 

並行して、イジングマシンとニューラルネットワークポテンシャルによる結晶構造最適化法

CRYSIM の開発を行った。量子計算機も含むイジングマシンを用いたアルゴリズムを開発すること

で、さらなる性能向上と、材料開発への広範な応用が期待できる。 

以上の研究成果については、現在論文を投稿中である。その他、前年度から取り組んでいるテ

ーマの研究について、以下の論文を発表した。 
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